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(と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ

う
)

円
空
仏
と
老
紅
梅
(
上
中
島
地
区
)

吉
野
の
詫
法
寺
は
、
舎
か
ら
約
三
百

六
十
五
年
前
に
加
賀
の
国
か
ら
移
住
さ

れ
疋
と
市
史
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

寺
宝
と
し
て
伝
来
し
て
い
る
詑
彫
の

円
空
仙
は
、
高
さ
約
六
十
今
日
の
に
こ

や
か
に
笑
う
阿
弥
吃
僚
の
立
像
で
、
こ

の
他
に
す
ば
ら
し
い
霊
陀
羅
之
図
八
幅

ガ
伝
来
さ
れ
て
い
ま
す
。
竹
の
支
柱
で

支
え
ら
れ
て
立
っ
て
い
る
老
紅
抱
か
ら

も
、
そ
の
昔
ガ
し
の
ば
れ
る
と
い
う
も

の
で
す
。
包
と
し
静
か
な
庫
裏
も
、
紅

梅
ガ
敵
る
こ
ろ
に
は
か
わ
い
い
子
供
等

の
季
節
保
育
所
と
な
り
地
区
の
発
展
に

一
役
買
っ
て
い
ま
す
。
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昭
和
幼
年
度
消
防
表
彰

|

|
3
月
初
日
伝
達
式
ー
ー

永
年
の
消
防
活
動
に
対
し
て
、
次
の
と

お
り
表
彰
が
あ
り
、
去
る
3
月
初
日
消
防

本
部
で
伝
達
式
が
あ
り
ま
し
た
。

富
山
県
表
彰

マ
功
績
章
消
防
司
令
長
大
野
広
一

富
山
県
消
防
協
会
表
彰

マ
功
績
青
花
章

士
一分
団
江
幡
弥
次
郎

マ
功
績
賞
花
章
十
一
分
団
石
崎
弥
一
郎

十
一
分
団
吉
崎
武
夫

二

分

団

橋

本

欽

司

三

分

団

越

野

吉

信

四

分

団

寺

田

実

五

分

団

山

下

清

松

六

分

団

阿

崎

秋

義

七

分

団

石

川

重

正

九

分

田

谷

越

繁

信

九

分

団

越

一

佐

雄

マ
勤
続
銀
章

』

V
消
防
表
彰
式

十
分
団

十
四
分
団

マ
優
良
機
関
員
等
表
彰

赤

色

章

六

分

団

マ
優
良
車
標
表
彰

第
三
分
団
車
両

元武
野限

石
橋
文
治

富

8
れ
0
4
7
7

5
月
3
日
は
「
憲
法
記
念
日
」
で
す
。

今
年
は
憲
法
施
行
二
十
八
周
年
に
あ
た

り
ま
す
。

日
本
国
憲
法
は
、
民
主
生
義
を
基
調

と
す
る
憲
法
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、

「
法
の
支
配
」
を
そ
の
重
要
な
原
理
と

し
て
採
り
入
れ
て
い
ま
す
。
民
主
主
義

は
、
個
人
の
自
由
を
前
提
と
し
て
い
ま

す
が
、
し
か
し
、
そ
の
自
由
は
、
各
人

の
勝
手
気
ま
ま
な
自
由
を
意
味
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
の
自
由
は
、

す
べ
て
の
他
人
の
自
由
と
共
存
で
き
る

限
り
に
お
い
て
の
み
、
承
認
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
法
は
、
こ
の
よ
う
な
各
個

人
の
自
由
の
共
存
を
図
る
役
目
を
持
つ

て
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
万
一
、

国
家
権
力
が
不
当
に
行
使
さ
れ
た
場
合

に
は
、
こ
れ
に
よ
る
侵
害
か
ら
国
民
の

自
由
を
保
護
し
、
保
障
す
る
役
目
を
も

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
「
法
の

支
配
」
は
、
民
主
主
義
国
家
に
お
い
て

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
統
治
原
理
と
さ

れ

て

い

ま

す

。

国

民

年

金

の

障

害

年

金

、

母

子

・
準

き
て
、
裁
判
所
は
ど
の
よ
う
な
役
割
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金
の

を
持
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
万
一
、
受
給
権
者
は
、
毎
年
5
月
白
日
ま
で
に

国
民
の
自
由

l
基
本
的
人
権
に
対
す
る

「
国
民
年
金
受
給
権
者
現
況
届
」
を
市
役

不
法
な
侵
害
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ

・所
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

れ
を
保
護
し
、
ま
た
、
公
共
の
福
祉
と
こ
の
現
況
届
は
、
受
給
権
者
が
引
き
続

国
民
個
人
の
基
本
的
人
権
と
の
調
和
を
き
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う

保
つ
と
い
う
微
妙
か
つ
重
要
な
問
題
を
か
を
確
認
す
る
た
め
に
行
な
わ
れ
る
重

解
決
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
今
日
に
お
要
な
も
の
で
す
。

け
る
「
法
の
支
配
」
の
維
持
者
と
し
て
現
況
届
に
は
生
存
の
事
実
に
つ
い
て

の
裁
判
所
の
最
も
重
大
な
仕
事
と
な
'っ

.
市
長
の
証
明
を
受
け
(
市
民
課
窓
口
で
)

て
川
ま
す
。
じ
か
し
、
「
法
の
支
配
」
年
金
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

を
支
え
る
最
も
重
要
な
基
盤
は
、
国
民
現
況
届
に
は
、
年
金
の
種
類
に
応
じ

一
人

一
人
が
自
ら
基
本
的
人
権
を
尊
重
て
次
の
も
の
を
添
付
す
る
こ
と
と
な
っ

し
、
法
を
守
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
て
い
ま
す
。

と
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

隆清
雄市

受
給
権
者
の
皆
さ
ん
/

今
月
は
現
況
屈
の
提
出
月
で
す
。

今
か
ら
で
も
加
入
で
き
ま
す

市
民
交
通
傷
害
保
険
受
付
中

日
年
度
の
市
民
交
通
傷
害
保
険
は

3
月
1
日
よ
り
受
付
し
て
い
ま
す
が

こ
の
保
険
は
、
い
つ
で
も
加
入
で
き

ま
す
の
で
未
だ
加
入
し
て
お
ら
れ
な

い
方
は
、
万

一
の
事
故
に
備
え
て
で

き
る
だ
け
早
く
家
族
ぐ
る
み
で
加
入

「
h
i
l
l
-
-
H
i
l
l
i
--
1

1
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
申
込
み
の
時
点

か
ら
効
力
が
発
生
し
ま
す
。
被
害
を

受
け
ら
れ
た
方
に
は
、
た
い
へ
ん
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

申
込
受
付
は
生
活
環
境
課
で
行

っ

て
い
ま
す
。

障
害
年
金
:・・:
障
害
の
現
状
に
関
す
る

診
断
書

.

母
子

・
準
母
子

・
遺
児
年
金
:
:
:
昭
和

日
年
3
月
白
日
現
在
十
七
歳
以
上

の
子
で
年
金
の
支
給
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
障
害
者
の
診
断
書

な
お
、
昨
年
の

6
月
1
日
以
降
に
年
金

を
受
け
は
じ
め
た
人
、
年
金
額
が
改
定

さ
れ
た
人
、
又
は
支
給
停
止
の
解
除
に

な
っ
た
人
は
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
。

2 ー

ul (てあ
三半生ゅ
可ら投
言。 網網

σ〉

事

県
知
事
許
可
証
の
更
新
手
続
き
を
左
記

の
と
お

0
行
い
ま
す
。

-
申
請
期
間
(
期
間
厳
守
)

5
月
ロ
日
1
5
月
日
日
ま
で

Z
持
参
す
る
も
の

印
鑑
、
旧
許
可
証

a申
請
場
所
市
役
所
商
工
水
産
課

な
お
、
県
で
は
新
規
許
可
は
原
則
と
し

て
認
め
な
い
方
針
で
す
。
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“手をかそう

春の全固変通安全運動
-5月12日から21日までの10日間-

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

5
月
ロ

.
日
か
ら
叩
日
間
に
わ
た
り
展
開
さ
れ
ま

¥
す
。
気
候
も
暖
か
く
な
り
ス
ピ
ー
ド
の

出
し
す
ぎ
、
居
眠
り
運
転
に
よ
石
事
故

な
ど
が
多
く
な
り
ま
す
か
ら
充
z
分
注
意

し
て
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
?

V
運
動
の
重
点
目
標

こ
の
運
動
の
重
点
目
標
と
し
て
、
歩

行
者
と
自
転
車
利
用
者
の
事
故
防
止
、

特
に
子
供
と
老
人
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
こ
と
が
強
力
に
お
し
進
め
ら
れ
ま
宇
。

V
特
別
デ

l
の
設
定

本
運
動
の
効
果
的
推
進
を
図
る
た

め
次
の
特
別
デ
ー
を
設
け
ま
す
。

ω
5月
ロ
日
県
民
総
監
視
の
日

ω
5月
日
日
高
令
者
を
守
る
日

ω
5月
口
日
こ
ど
も
を
守
る
日

凶
5
月
四
日
自
転
車
安
全
利
用
の

口
u
・

ω5月
幻
日

一
日
婦
人
交
通
指
導

員
の
日

V
ス
ク
ー
ル
ゾ

l
ン
の
設
定

d

司
-
』
の
子
等
を
事
故
か
ら
守
ろ
う

既
に
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
を
設
定
さ
れ

て
い
る
学
校
の
外
、
本
運
動
に
併
せ
て

新
た
に
上
中
島
小
学
校
周
辺
と
西
布

施
小
学
校
周
辺
に
ス
ク
ー
ル
ゾ

l
ン

が
設
定
さ
れ
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
ゾ

l
ン
が
設
定
さ
れ
ま
す

と
、
附
近
の
道
路
に
速
度
制
限
等
の

規
制
が
行
な
わ
れ
ま
す
か
ら
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

V
ス
ク
ー
ル
ゾ

l
ン
設
定
に
伴
う

主
な
規
制
内
容

・
上
中
島
小
学
校
周
辺

・
県
道
堀
江

魚
津
線
が
ω

J
制
限
に
な
り
、

一

時
停
止
ヶ
所
・
横
断
歩
道
が
新
設

に
な
り
ま
す
。

-
西
布
施
小
学
校
周
辺
県
道
黒
沢

魚
津
線
(
学
校
付
近
i
長
引
野
)

が

m
f制
限
に
な
り
、

一
時
停
止

横
断
歩
道
が
新
設
に
な
り
ま
す
。

加
積
地
区
土
地
区
画
整
理
審
議
会

委
員
の
選
挙
ー
投
票
は
6
月
刊
日

l

選
挙
に
よ
る
委
員
は
8
名

加
積
地
区
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委

員
の
任
期
が
6
月
口
日
で
満
了
し
ま
す

の
で
、
こ
の
選
挙
が

6
月
日
日
に
行
な

わ
れ
ま
す
。
審
議
会
委
員
の
定
数
は
叩

名
で
、
う
ち
2
名
は
学
識
経
験
を
有
す

る
も
の
の
な
か
か
ら
市
長
が
選
任
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
選
挙
に
よ

る
委
員
は
8
名
と
な
り
ま
す
。

選
挙
の
日
程

マ
選
挙
期
日
の
公
告

3
月
初
日

マ
選
挙
人
名
簿
作
製
期
日

4
月
8
日

マ
選
挙
人
名
簿
縦
覧
期
間
お
よ
び
名
簿

に
対
す
る
異
議
申
立
期
間

4
月
げ
日

か
ら
4
月
初
日
ま
で
マ
選
挙
人
名
簿
確

定
公
告
、
選
挙
す
べ
き
所
有
権
者
、
借
地

権
者
の
委
員
数
の
公
告
、
立
候
補
受
付

開
始
日

5
月
日
日
マ
立
候
補
届
締
切
H

5
月
M
日
マ
立
候
補
者
の
住
所
・
氏
名

の
公
告
5
月
初
日
マ
選
挙
場
・
投
票
時

間
な
ど
の
公
告
5
月
初
日
マ
投
票
日

(
即
日
開
票
)
6
月
刊
日

3 -

「，e
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
J

…

唱

'

今

月

は

山

の

被

害

や

、

不

良

酔

っ

ぱ

ら

い

に

よ

一

…

E
一

や

回

で

の

仕

る

迷

惑

行

為

が

多

く

す

ま

す

。

…

一

H
げ
日
目

hv
一

事

や

ゴ

l
ル
こ
れ
ら
各
種
犯
罪
及
び
事
故
の
未
一

…

蓮

司

れ

デ

ン
ウ
イ
|
然
防
止
を
図
り
安
全
な
暮
ら
し
を
守

一

…

句

J

日
ク
に
よ
る
レ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
春
の
防
犯
運
…

…

t
L
m
ジ
ャ

l
等
で
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
重
点
事
項
は

…

.

a《
吋

家

を

あ

け

る

次

の

と

お

り

で

す

。

皆

さ

ん

の

ご

…

…

+η

~
機
会
が
多
く
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

…

-

p

.

h

L

4

F

『

『

『

・

一

R
R
け

な

り
ま
す
。
一
、
行
楽
、
農
繁
期
に
お
け
る
あ
き

一

…

内

J

月

こ

う

し

た

巣
の
予
防
検
挙

…

…

6

J
心
の
ス
キ
を

一一
、
行
楽
地
に
お
け
る
暴
力
行
為
二

一

E
P

一

ね

ら

っ

て

追

放

一

…

耳

乍

「
あ
き
巣
」
三
、

水

死

・

火

遊

び

の

防

止

一

γ
j
j
j
j
j
j
j
j
i
j
j
L
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ご
無
事
で
大
漁
を

V

京
北
洋
サ
ケ
・
マ
ス
・
力

一
漁
船
続
々
と

田
港
を
出
港

X

-
北
洋
と
魚
津
市

魚
津
市
の
漁
民
は
、
遠
く
明
治
年
間
よ
り

北
洋
方
面
へ
の
出
漁
者
が
多
く
、
今
日

ま
で
多
く
の
尊
い
犠
牲
者
を
出
し
な
が

ら
も
漁
場
の
開
発
に
当

っ
て
き
ま
し
た
。

一
時
は
一
、
二

O
O
名
に
の
ぼ
る
多
く

の
出
漁
者
を
数
え
て
い
ま
し
た
。

清
河
魚
津
市
長
(
魚
津
市
出
漁
団
々
長
)
の
激
励
を
受
け
、
家
族
や
関
係
者
の
盛
大
な
見
送
り

‘
を
受
け
て
勇
躍
出
港
す
る
サ
ケ
・
マ
ス
船
団

-
近
代
漁
業
の
開
発

近
年
、
漁
獲
規
制
等
の
た
め
北
洋
漁
業

が
減
退
し
た
と
は
い
え
、
な
お
三
百
余

名
の
人
々
が
出
漁
し
、
近
代
漁
業
開
発

の
た
め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

国
勢
調
査
は
5
年
に
一
度
、
今
年
が
な
い
が
い
き
な
調
査
が
妻
と
し
た
」

一

一

川

そ

の

調

査

年

に

当

り

、

戦

後

は

じ

め

て

な

ど

都

々

逸

の

よ

う

な

標

語

が

書

か

一

一

区

呈

げ

主

沖

縄

県

も

国

勢

調

査

の

仲

間

入

り

す

る

れ

て

お

り

ま

し

た

。

又

あ

る

家

を

国

一

，
 

一

日

卜

陪

こ

と

に

な

り

手

。

勢

調

査

員

が

紋

付

き

羽

織

り

袴

に

身

一

一

咽

阿

h--v呪
第

1
回
国
勢
調
査
は
、
大
正
9
年
叩
月
を
た
だ
し
て
訪
れ
た
と
き
、
こ
の
家
一

--=目、
4
.

.

.

.

 

，u
 

一

戸

ι
問

団

咽

こ

1
日
朝
消
防
の
半
鐘
を
打
鳴
ら
し
、
お
の
主
人
も
ま
た
紋
付
き
羽
織
り
袴
で
一

4

島
崎

M
d
a
-
-司
、

ぃ

寺
の
鐘
を
合
図
に
紋
付
き
羽
織
り
袴
に
出
迎
え
て
座
敷
に
国
勢
調
査
員
を
通
一

和

町

し

身
を
た
だ
し
た
国
勢
調
査
員
が
各
世
帯
し
た
。
や
が
て
調
査
票
を
御
三
方
の
一

一

問

問

刊

れ

を

回
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
上
に
乗
せ
て
う
や
う
や
し
く
棒
げ
て
一

一

平

日

引

い

こ

の

調

査
は
属
地
王
義
で
行
な
わ
れ
「
明
治
大
帝
が
お
定
め
に
な
っ
た
法

一

一

M

Y

1

こ

か

た

こ
と
か
ら
、
当
時
旅
行
者
は
国
勢
調
律
に
基
づ
い
て
国
勢
調
査
の
申
告
を
一

一

川

代

月

ぬ

と

査

の

日

が

近

づ

く

と

居

住

地

に

帰

る

も

い

た

す

こ

と

の

で

き

ま

す

こ

と

を

誠

一

一

日

九

叩

ら

で

の

が

多

く

、
ま
た
内
縁
の
妻
を
妻
と
し
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
い
う
口
上
を

一

一

針

料

洋

入

妻

て

申

告
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
述
べ
た
と
い
う
逸
話
も
あ
り
ま
す
。

一

…

恥

ト

日

釦

は

そ

れ

を

P
R
す
る
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
も
こ
れ
ほ
ど
こ
の
国
勢
調
査
に
つ
い
一

一

即

町

一

一

銭

貼

ら

れ

、

こ

の

中

に

は

「

籍

に

入

ら

ぬ

で

は

多

く

の

人

達

が

深

い

関

心

を

持

…

日

こ

の

身

も

妻
と

し

て

と

お

る

う

れ

し

い

っ

て

い

た

よ

う

で

す

。

一

.

市

こ

の

調

査

」

「

世

間

晴

れ

て

の

夫

婦

じ

ゃ

「、・
1
，、‘
1
B
、，、・
l
，‘，、
-
t
h
、，、
.t
，、，、
.. 、・
1
，、，、，.，、，、目、，‘・
t
，、・
1
，.，、，、，、，‘，、
.
1
・.、，.，、
.
l
・t
・-，、・
1
・、，.，、，、，、・
1
・1
，、，、
.1.

農
作
業
の
基
準
料
金
の
お
知
ら
せ

農
業
委
員
会
と
農
協
連
絡
協
議
会
及

び
農
業
技
術
者
協
議
会
で
は
、
協
議
の

う
え
印
年
度
の
農
作
業
基
本
料
金
を
次

の
よ
う
に
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

l

m
ア
ー
ル
あ
た
り
作
業
料
金

耕
転
機
八
、
四

O
O
円

う
ち
荒
起
四
、

二
O
O
円

荒
掻

二
、

一
O
O
円

代
掻

二
、

一
O
O
円

バ

イ

ン

ダ

ー

六

、

五

O
O
円

コ
ン
バ
イ
ン

一
O
、

一
O
O
円

ト

ラ

ク

タ

ー

八

、

二
O
O
円

田

植

機

四

、

一
O
O
円

Z
1
日
当
り
の
人
夫
賃

男
四
、

0
0
0円

女

一二
、

0
0
0円

1
日
当
り
間
食
費

三
O
O
円

a
始
業
は
午
前
7
時
終
業
は
午
後
6

時
と
す
る
。

4
休
憩
は
午
前
は
日
分
間
正
午
1

時
間
、
午
後
は
日
分
間
と
す
る
。
な

お
こ
の
料
金
に
は
交
通
費
は
含
ま
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。
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一

簡
易
水
道
料
金
の

一

集
金
方
法
が
変

(

わ
り
ま
す

一

日
年
度
か
ら
簡
易
水
道
の
料
金
一

~
金
方
法
が
、
従
来
ま
で
の
毎
月
集
金
か

悩
祉
年
金
の
支
給
が

5
H
6
日

よ

り

な

お

、

印

年

度

の

証

書
は
8
月
末
か
、
「

:

一

わ

り

ま

し

た

。

始
ま
り
ま
す
。

9
月
始
め
ご
ろ
連
絡
し
ま
す
か
ら
市
役

り
計
量
す
る
地
区

今
回
は
、
昭
和
的
年
度
日
以
後
の
支
給
所
市
民
課
年
金
係

(
辿

絡

所

の

あ

る

所

て

計

量
し
て
い
る

に
な
り
ま
す
の
で
受
給
さ
れ
た
方
は
、
は
連
絡
所
)
ま

で

取

り

に

来

て

く

だ

さ

汁

方

、

吉

野

、

長

引

郵
他
局
に
証
書
を
飢
け
て
く
だ
さ
い
。

ぃ
。

干
に
つ

い
て
は
、

二
ヵ

三
=
=
=
=
三
三
=
三
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
三
三
=
=
=
=
=
=
=
=
三
=
=
=
=
三
=
=
=
三
三
=
=
=
=
=
=
三
=
=
=
三
三
=
=
一
=

一す
。

機

械

作

業

は

慎

重

に

な

江

小

川

寺

『
春
の
農
作
業
安
全
月
間
』

目
別
つ
リ

E

集
金
し
ま
す
。

一

|
4
月
刊
日
j

5
月
刊
日
1

1
1
j
)
1
j
t

福
祉
年
金
受
給
権
者
の
皆
さ
ん

今
月
は
受
給
さ
れ
る
月
で
す

〈
〉
不
注
意
は
事
故
を
招
く

農
業
機
械
に
よ
る
事
故
は
、

ち
ょ
っ

と
の
不
注
意
か
ら
起
っ
て
い
ま
す
。

事
故
を
起
さ
な
い
た
め
に
次
の
こ
と

を
守

っ
て
あ
わ
て
ず
十
分
注
意
し
て
機

械
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

八
〉
ト
ラ
ク
タ
ー
、
耕
う
ん
機
の
作
業
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第3槌郵便物総g

50. 5. 1 

L
控
備
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
し

土
AF--ν

よ、っ
。

Z
闘
場
へ
の
出
入
り
、
船
越
し
は
、
必

ず
ロ
ー
タ
リ
ー
を
止
め
、
ア
ユ
ミ
板

を
使

っ
て
ゆ

っ
く
り
操
作
し
ま
し
ょ

、「，
，。

a農
道
の
走
行
は
、

路
肩
の
く
ず
れ
に、

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

4
耕
う
ん
機
の
パ

ッ
ク
は
、
ハ

ン
ド
ル

が
浮
き
上
り
大
変
危
険
で
す
か
ら
、

必
ず
低
速
で
操
作
し
ま
し
ょ
う
。

〈
〉
ト
レ
ー
ラ
ー
の
運
転

L
交
通
規
則
を
守
り
、
つ
ね
に
安
全
運

転
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

Z
荷
台
に
は
絶
対
人
を
乗
せ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
、
っ
。

三
右
左
折
の
と
き
は
、

後
方
の
安
全
も

確
認
し
、
ゆ
っ
く
り
と
曲
り
ま
し
ょ

、っ
。

〈
〉
育
苗
器
の
使
用

L
育
苗
器
を
位
、
っ
と
き
は
、
必
ず
ア
ー

ス
を
付
け
、
漏
電
し
ゃ
断
器
も
取
付

け
ま
し
ょ
う
。

z.屯
気
を
入
れ
て
い
る
と
き
は
、
素
足

で
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
Ja 

過
労
は
事
故
の
も
と
¥
栄
養
と
睡
眠
を
十
分
に
/

れませんでした。

しょう油(2 ~ )で60円、サラダ油 (1，650g )で15問

先月より安い庖があ りました。

灯油 (200~配達)では、 100円引き下げて6 ， 400円の応

があり、引き続き値下がり.傾向を見せております。

V下の表中O印は毎月 15日調査の 6庖の平均価格です

今回の調査では、対象品目のいずれの品物も豊富に出

回っており、価格も 3月に比べて始んど他動きは認めら

nC3 口 名 容量
49年 50年 50年 5011'- 50lf. 4月における 49年 50$ド

nE2 u 目 メーカー
4月平均 2月平均 3 月 '11. ~J 4 J-I ' l! t~J 紋Il~ - Jiil: ，¥':j 

4 Jl - 4 Jl 
比較

199円 29円1 29同1 29円1 
円 円 % 

E少 梢 日 新 カ 、J フ. 1 kg 285- 295 146 
し よ つ t由 キ ッ コマン キ ソ コマン 2 e 412 420 420 410 360- 450 99 
食 用 r自 味 σ3 素 天プラ油 1，650 g 467 703 703 700 695- 720 150 

11 11 11 450 g 137 184 182 183 178- 185 134 
11 

" サラダ油 1，650 g 535 815 808 790 770- 820 148 
麦 粉 日 清 フ ラワー 1 kg 132 132 131 131 128- 135 99 

即席めん 日月 星. 明星 18 番 85 g 47 44 44 44 43- 45 94 
11 日 i背 出前一丁 100 g 49 48 48 48 48- 49 98 

乾 め ん 日 消 No. 1 うどん 250 g 54 55 55 53- 58 
み そ 日本海みそ 雪ちゃんのこうじみそ 1 kg 221 236 236 236 230- 240 107 
ノ〈 タ 雪 印乳業 雪 印北海道 225 g 225 289 288 288 285- 290 128 
マーガリン 雪 印乳業 '雪 印ソフト 225 g 140 208 207 203 190- 218 145 

11 味 グ〉 ヨ転 マリーナソフト 225 g 141 201 201 203 198- 215 144 
グ1レタミン般ソーダ 味 グ〉 ヨ転 味 σ3 素 120 g 174 217 217 217 210- 230 125 
食 酢 、、、 ツカ ン 、、、 ツカ ン 500me 104 124 126 127 120- 135 122 
L P ガス 一 一 10kg 1，279 1，450 1，450 1，450 1 ， 300 -1 ， 500 113 
灯 t由 一 18 e庖頭 380 600 598 597 580- 600 157 

11 一 一 200 e配達 4，192 6，583 6，550 6，517 6，400-6，600 155 

5 -

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
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魚
津
公
共
職
業
安
定
所
で
は

グ
利
用
者
ρ

を
募
集
し
て
お
り
ま
す

V
家
庭
の
心
を

魚
津
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
親
元

を
遠
く
離
れ
て
就
職
さ
れ
て
い
る
働
く

青
少
年
の
皆
さ
ん
に
く
つ
ろ
い
だ
気
持
で

家
庭
の
ふ
ん
囲
気
を
味
わ
っ
て
も
ら
う

た
め
、
今
年
も
H

ふ
る
さ
と
の
家
。
を

開
設
し
て
お
り
ま
す
。

ど
な
た
で
も
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の

H

ふ
る
さ
と
の
家
。
は
、
一
般

家
庭
に
委
託
し
て
毎
月
あ
る
い
は
、
お

盆
や
正
月
に
開
設
し
て
お
り
ま
す
が
、

親
元
を
離
れ
て
工
場
、
病
院
、
商
庖
な

ど
に
就
職
さ
れ
て
い
る
お
歳
未
満
の
方

で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
無
料
で
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
心
配
い
り
ま
せ
ん

「
水
道
の
水
が
に
ご
る
の
は
」

陽
気
が
日
増
し
に
暖
く
な
っ
て
来
ま

し
た
が
、
こ
ん
な
ポ
カ
ポ
カ
天
気
で
気

温
が
急
に
上
昇
す
る
よ
う
な
時
に
、
と

こ
ろ
に
よ
っ
て
水
道
の
水
が
白
く
濁
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

で
も
心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

V
今
年
は
規
模
を
拡
大

毎
年
、
利
用
者
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
い

る
た
め
、
今
年
は
、
さ
ら
に
規
模
を
拡

大
し
て
開
設
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま

す
。
利
用
ご
希
望
の
方
は
、

電
話
ま
た

は
ハ
ガ
キ
等
で
魚
津
公
共
職
業
安
定
所

は
、
働
く
若
者

の
憩
の
家
で
す

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
安
定
所
で

は
、
申
し
込
み
が
あ
り
次
第
、
く
わ
し

い
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

魚
津
市
本
町
一
丁
目
4
番
詑
号

魚
津
公
共
職
業
安
定
所

電
話
0
7
6
5
例
0
3
6
5

こ
れ
は
水
中
の
空
気
が
水
圧
に
よ

っ
て

圧
縮
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
時
に
、
外
気

の
上
昇
に
よ
り
小
さ
な
気
泡
が
生
じ
る

た
め
で
す
。

そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く
放
置
す
る
と
、

も
と
の
美
し
い
水
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
に
供
給
し
て
い
る
水
は
、
毎

月
厳
重
な
水
質
検
査
を
受
け
て
お
り
ま

す
の
で
、
衛
生
上
は
ま
っ
た
く
無
害
で

す
か
ら
、
安
心
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

50年度「母子保健
推進員」きまる

このたび母子のすこやかな育成をめざして、

次の18名の母子保健推進買が委嘱されました。

妊婦から乳児、 6歳にいたるまでの母子の

「検診Jr母親学級Jr育児学級Jr予防接種」など

の勧奨のため、家庭訪問等保健婦の協力員と

して活躍されます。

県
道
坪
野
1
元
町
線
舗
装
工
事
完
成

だし
、県

こ 4 道
の月即
J 県 12野
山 道日

~j'，;不ん'必 はか 元
J 町T;..総ら町
延全線
長線の
約開舗
'三通装
干しガ
五ま完
百し成

』
F

見
晴
し
の
よ

い
県
道
坪
野
l
元
町
線

推進員氏名 {主 戸斤 電話

北野伶子 新宿3-25(田方2区) @2393 

佐々田せき 友道1940(友道本町) @1095 

赤石 富子 友道1215-6(大光寺3区) ②4189 

東田洋子 新宿2-1O(田方2区) @1065 

岸名小夜子 諏訪町5-9(諏訪町4区) @1254 

谷林春子 末広町8-2(村木16区) ②1166 

船田安子 末広町8-27(村木16区) ②4382 

黒田アヤ 青島678(青島2区) @0572 

伊-東きくえ 横枕238(横枕) @8185 

寺崎喜美子 六郎丸2942-3(晴海ヶ丘) ②4752 

勝聞かつみ 浜経団142(地方1区) @2889 

高瀬和子 浜経団171(地方1区) @1168 

松井秀子 住吉2908(住吉2区) @4262 

広田 操 大海寺野村856(大海寺野3区) ③6295 

森山あつ子 島尻1588(島尻3区) ③2438 

本井よし美 小川寺2932(小川寺2区) @7361 

武隅洋子 金山谷252(金山谷区) ③9317 

石田英子 浅生933(浅生) @4740 

れ
の
山
間
部
を
つ
な
ぐ
重
要
な
道
路
で
、

そ
の
景
観
ガ
す
ば
ら
し
く
行
楽
季
を
迎

え
ハ
イ
キ
ン
グ
や
マ
イ
カ
ー
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
す
。

h
F
私
の
お
名
前
は

?

野
方
保
育
園
の
入
国
式

若
い
白
親
と
子
供
達
で
に
ぎ
や
か
な

入
園
式

- 6 -

。
税
金
は
み
ん
な
の
た
め

に
使
わ
れ
る

豊
か
な
生
活
の
た
め
に

税
金
が
使
わ
れ
る

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た
ち

が
健
康
で
豊
か
な
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
、
住
宅
や
道
路
の
整
備
、
教
育

や
科
学
の
振
興
、
社
会
保
障
の
充
実

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
必
要
な

費
用
は
、
そ
の
社
会
を
構
成
し
て
い

る
私
た
ち
み
ん
な
が
分
担
し
て
出
し

合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
税
金
で
す
。

昭
和
回
年
度
の
国
の
一
般
会
計

予
算
は
、
二
十
一
兆
二
千
八
百
八
十

八
億
円
で
す
が
、
こ
の
う
ち
八
一

・

玉
川わ
が
私
た
ち
の
納
め
た
税
金
で
占

め
ら
れ
て
い
ま
す
。



山
菜
つ
み
に
は

充
分
な
注
意
を

そ
う
し
て
マ
ナ
ー
を
忘
れ
ず
に

行
楽
の
季
節
を
む
か
え
て
、
老
い
も

若
き
も
趣
味
と
実
益
を
か
ね
、
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
が
山
菜
つ
み
に
出
か
け
ら

れ
ま
す
が
、
市
内
で
昨
年
、

一
昨
年
と

連
続
し
て
、
山
菜
つ
み
で
の
遭
難
、
死

亡
事
故
が
お
き
て
い
ま
す
。

4

司
昨
年
救
助
さ
れ
た
転
落
者
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広
い

山
で
の
捜
索
は
非
常
に
む
づ
か

し
く
、

山
の
近
隣
の
人
た
ち
ゃ
関
係
者

に
大
変
迷
惑
を
か
け
る
の
で
、
次
の
こ

と
に
充
分
な
注
意
を
し
て
行
動
し
ま
し

ト
品
、
司
J

。

0
単
独
で
は
出
か
け
な
い
。

行
楽マ
ナ
ー

O
家
族
に
行
先
(
ど
こ
の
谷
等
と
具
体

的
に
)
、
人
数
等
を
明
確
に
し
て
お

J

《、

.

O
も
う
す
こ
し
上
ま
で
、
も
う
ち
ょ
っ

と
奥
ま
で
、
と
い
っ
た
よ
う
な
無
理

な
行
動
や
計
画
を
し
な
い
。

O
万
一
、
山
中
で
ま
よ
っ
た
り
、
け
が

を
し
た
場
合
は
、
そ
の
場
を
動
か
ず

に
救
助
を
待
つ
。

O
山
は
、
畳
は
春
で
も
夜
に
な
る
と
冬

が
来
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
、
衣
服

や
食
糧
の
準
備
を
充
分
に
。

0

マ
ッ
チ
や
た
ば
こ
の
火
は
完
全
に
消

し
て
か
ら
す
て
る
。

市
老
人
ク
ラ
ブ

天
神
山
を
清
掃

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
4
月
お
日

間
人
ガ
参
加
し
て
天
神
山
山
頂
一
帝
を

清
掃
し
ま
し
だ
。

4

司
奉
仕
活
動

に
汗
を
流
す
老
人
達

竹
中
栄
治
氏

乾
漆
の
香
合
を
市
に
寄
贈

こ
の
た
び
、
双
葉
町
の
竹
中
栄
治
氏

が
、
日
ご
ろ
丹
精
を
込
め
て
制
作
さ
れ

た
乾
漆
の
貴
重
な
香
合
「柿
」
と
「
ざ
く

ろ
」
の
二
個
を
歴
史
民
俗
資
料
館
へ
寄

贈
さ
れ
、
市
の
文
化
向
上
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
こ
の
作
品
は
富
山
市
で

開
催
さ
れ
た
工
芸
協
会
新
作
発
表
展
で

入
賞
の
同
氏
秘
蔵
の
秀
作
で
あ
り
ま
す
。

をの 4 万
受あ月ガ今
けい 21就年
まさ巳労は
しつ作す 60
1三の業る歳
。後にこ か
、っとう
就いに最
業てな高
事むつ 79
帳清て歳
の河いま
交市まで
{寸長すの

せこは解 O にかまで 。 ; 
くと百読毎 古 申案 日自なす;同魚 吾 ; 
だは円会2 文 込内 時信り 律 釜 あ・
さ市ほを… ー ののど虎歴 とな
ぃ立ど開津 曹 市広でしら午 5 な行な谷史 の 見文芝!
。図でいの 解 立田おま出前月い程た地同 金 ま化も!

電 書すて近 読 図健いす発 9 18方とで区好 山 せを市 !
話 館 。お世 会 書太での(時日は 山 もの会 肱 ん芝の!

!? 号品;夏占 館まんE芸EE主事看護奇 襲 かZ壁;
t 0 おなす書立 さ来周囲)慮すで掘 25 訪 て ; 
: 4 問ど 。を図 い る 車書 くのき跡凶
: 6 い詳資中書 )だに館 だでまを芝 ! 
i 2 合し料心館 け分前さ 、す訪問 i 
- わい代に| 車乗か し;足弐ね) ; 
...-・+・+・ー-ー・+・ー・+・+・+・+・+・+・+・+・+・+・ー・ー・ー・+・+・+・+・ー・ー・+・+・+・+・+・+・+・+・+・+・ー・+・+・-... 

』
F

始
ま
っ
た
高
齢
者
福
祉
作
業

砂
老
人
福
祉
作
業
始
ま
る

可~'"
、ー

寄

付

市
立
東
部
中
学
校
へ
図
書
五

O
O
冊

聖
教
新
聞
社

V写真は竹中氏から寄贈の香合
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l 相 談案内|

市

こまつだときには、ご利用くだ

民相談

日曜日を除き包巴
午前9時~午後4時まで
土曜日は正午まで
市役所市民相談室

さい。
相談料はいりませんD

納

税

案

内

。
自
動
車
税
は
5
月
別
固
ま
で
に

。
納
付
場
所
:・
最
寄
り
の
金
融
機
関
(

郵
悦
局
を
除
く
。)
又
は
魚
津
県

税
事
務
所
窓
口

。
納
税
証
明
書
:・
領
収
証
は
、
車
検
時

に
必
要
な
納
税
証
明
書
に
な
り

ま
す
か
ら
、
必
ら
ず
車
検
証
と

一
祁
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

。
口
座
転
作
制
度
:・
一平
常
ご
利
用
の
金

融
機
関
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ

・ν

農
振
除
外
申
請
手
続
き
の

お
知
ら
せ

山
で
は
左
記
の
と
お
り
印
年
度
の
牒

Hm
除
外
申
請
書
を
受
付
し
ま
す
か
ら
、

ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
市
役
所
農
政
課

(内
線
2
2
1

4

伶
)
へ
ど
う
ぞ
。

交通事故相談(巡回)

5月ア日(水).21日(水〉
午前10時~午後3時
県魚津総合庁書内
魚津地方県民相談室

包月第オ ・第3木曜日
午後T時-48寺
市役所市民相談室

政相談行

申マ
今 9手 UJ.
n円5(.
用付
紙場
は円Ir

良市 2050 
政役目年
課所 6 
に農 )-J 

あ政 1 
1) 言来 日

ま 1
す 6
o )-J 

マ
受
付
期
間

犬
は
つ
な
い
で
グ

郵
悦
外
務
員
の
う
ち
年
間
間
人
に

一

人
が
犬
に
か
み
つ
か
れ
て
お
り
ま
す
。

魚
津
郵
悦
局
で
も
、
犬
を
政
し
飼
い

に
し
て
あ
る
と
郵
便
を
配
達
で
き
な
い

の
で
大
変
困
っ
て
お
り
ま
す
。

愛
犬
家
の
エ
チ
ケ

ッ
ト
で
す
|
犬
は

必
ず
つ
な
い
で
お
き
ま
し
ま
う
。

あ
て
名
に
必
ず
番
地
を
グ

番
地
も
れ
や
旧
町
名
の
郵
便
物
は
正

し
い
配
達
先
が
わ
か
ら
ず
、

差
出
一花
へ

お
返
し
し
た
り
、
配
達
が
巡
れ
る
こ
と

が
大
変
多
く
な

っ
て
お
り
ま
す
。

郵
便
に
は
、
正
し
い
町
名
と
番
地

(
O
番

O
号
)
を
も
ら
さ
ず
計
い
て
く
だ

さ
い
。
お
子
様
な
ど
こ
家
政
あ
て

に
は

世
荷
主
名
を
も
ら
さ
ず
に

特設人権相談

5月ア巴(水〉

午後T時~午後4時
魚津市立図書館

の相談

毎月5日 ・15日 .25日
午前9時~午後48寺
魚津税務署

相談日ガ日曜日に当つ疋場合は翌日

心配ごと相談

月曜日を除く包巴

午前9時~午後4時
福祉センター百楽荘

キ見

お
む
つ
て
ふ
せ
げ
る

こ
関
節
脱
臼

上手なとりあっかい方

以下のことを生後第 1日目から注意してください。

0まただけのおむつにします二×巻おむつや三角おむつで両足

をしめつけてのばさないこと。0おむつカバーも大きいもの

をつけます。

同

×小さいズボン玄衣服は避けましょう 。

0小さいものは肢のところを割って改良して用いてください。

品

0あしをひろげて→ ¥.._i1 
… 

'1/fIIl代'

職相談

包週、月 ・水 ・金

午前9時30分~午後3時
市役所市民相談室

内

(
そ
の

2
)

4
月
号
広
報
で
取
り
扱
い
ま
し
た
赤

ち
ゃ
ん
の
股
関
節
脱
臼
に
つ
い
て
、
今

月
は
H

上
手
な
取
り
扱
い
方
そ
の

2
0

と
し
て
引
き
続
き
取
り
上
げ
て
み
ま
し

た。
生
後
一
日
目
よ
り
の
正
し
い
お
む
つ

の
扱
い
で
脱
臼
の
赤
ち
ゃ
ん
を
な
く
し

た
い
も
の
で
す
。

左
の
図
を
参
考
に
し
て
、
今
日
か
ら

す
ぐ
に
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

←ーおんぶやだっこ

0比較的硬いしきぶとんに寝かせます。×しずみこむしきぶと

をします。
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何
年
度
の
要
望
、
意
見
、

な
ど
の
受
付
五
一

一相
件談

市
民
相
談
室
は
、
市
政
の
窓
口
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
市
政
に
対
し
て

の
陳
情
、
要
望
、
意
見
等
を
受
付
け
て
お
り
、
市
民
と
市
政
の
パ
イ
プ
役
を
な

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
日
常
生
活
に
お
け
る
個
人
的
な
問
題
に
つ
い

て
も
相
談
に
応
じ
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

市
民
相
談
室
が

ω年
度
中
に
取
扱
っ
進
す
る
た
め
に
「
市
民
と
市
長
が
語
る

た
件
数
は
、
陳
情
書
問
件
、
市
民
相
談
会
」
を
臼
地
区
を
対
象
に
日
会
場
で
実

印
件
で
、
あ
わ
せ
て
別
件
あ
り
ま
し
た
。
施
し
、
あ
わ
せ
て
叩
件
に
の
ぼ
る
要
望

こ
の
ほ
か
、
対
話
の
あ
る
市
政
を
推
や
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
陳

情
、
要
望
及
び
意
見
等
の
処
理
に
あ
た

っ
て
は
、
速
か
に
当
該
事
件
を
調
査
し

市
政
全
般
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
て
結

論
を
出
し
、

l

直
ち
に
実
現
で
き
る
も
の

2

近
い
将
来
に
実
現
で
き
る
も
の

3

実
現
で
き
な
い
も
の

等
に
区
分
け
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
相
談
人

に
回
答
を
し
、
回
答
に
即
し
た
措
置
を

実
施
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
意
見
や
提
案
の
中
に
は
、
今

後
の
市
政
の
運
営
に
参
考
に
な
る
も
の

が
あ
り
ま
す
の
で
こ
れ
か
ら
も
市
政
に

対
し
て
お
気
付
の
こ
と
は
、
文
書
又
は

電
話

(内
線
2
2
9
番
)
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、

一
般
普
遍
的
な
も
の
を
除
き
秘

密
を
厳
守
し
て
お
り
ま
す
。

h
F
広
聴
活
動
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
市
民

と
市
長
が
語
る
会

受
付
け
た
も
の
を
区
分
し
て
み
ま
す

と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

市民相談等の事項別件数

事 項
市民
陳情 市語市長民る会がと 計

相談

総公共務施関設係の建設維持管理について 6 13 32 51 
助成金等の問題について 28 28 
税金及び資産について 7 1 4 12 
戸籍の問題について 8 8 
町内会等について 4 2 6 
公共建物の払下げ等について 1 2 2 5 
窓口事務について 2 2 4 
国民健康保険について 2 1 3 
住居表示について 1 1 

民生経済関係
交通規制、信号等について 2 l 14 17 
社会福祉問題について 8 1 7 16 
ごみ、し尿の処理等について 5 16 21 
観光等について 1 8 9 
公害問題について 6 2 8 
基盤整備の問題について 3 3 6 
中小企業等の経営問題について 6 6 
防犯等について 5 5 
駐車場について 1 1 
スーノfー農道について 2 2 

重道路設の関新係設、改良及び舗装について 13 40 39 92 
用排水路及び河川の改修について 4 10 15 29 
公固め問題について 3 2 9 14 
側溝の通水について 11 1 1 13 
市道の認定について 4 4 8 
用地のあっせんについて 4 1 1 6 
市営住宅について 4 2 6 
街路樹について 5 1 6 
下水道について 5 5 
建築基準について 4 1 5 
高速道路について 3 3 
港湾関係について 1 l 

教育問題について 1 1 6 8 
上水道について 4 2 6 
消火栓について 1 1 

物価の問題について 1 2 3 
その他市政の問題について 12 7 19 38 

個人的問題
離婚の問題について 20 20 
土地の境界について 9 9 
交通事故について 9 9 
契約の履行等について 4 4 

借望土家資地庭書地金権内産問買題問問について

7 7 

の財売 題題について 7 7 
の について 4 4 
について 3 3 
相にいて 3 3 
の借談入つ及び返済について 2 2 

言十 186 124 211 521 
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E
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合会合れ

V
日
本
脳
炎
予
防
接
種

A
H
 -R

m年
度
の
日
本
脳
炎
予
防
接
種
は

合
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
但
し
、
本

村
年
度
か
ら
接
種
方
法
が
一
部
変
わ
り

い
ま
す
の
で
次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し

れ
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

占H
V
接
種
の
方
法

*
 
合

今

年

度

初

め
て
受
け
ら
れ
る
方
は

げ
ま
ず
日
程
表
の
と
お
り
2
回
受
け
な

付
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
次
の
年
に
は

け
接
種
は

一
回
だ
け
に
な
り
ま
す
。
こ

合
う
し
て

2
年
間
続
け
て
接
種
さ
れ
た

い
方
は
以
後
3
年
に
一
回
接
種
を
受
け

れ
ら
れ
ま
す
と
免
疫
は
持
続
す
る
こ
と

れ
に
な
り
ま
す
。
従
っ
て
今
年
度
実
施

れ
す
る
日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
3
歳
児
・

合
4
歳
児
及
び
右
の
条
件
を
満
た
し
て

け
お
ら
れ
な
い
方
の
み
対
象
と
な
り
ま

け
す
。

け

v当
日
一接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
人

け
①
有
熱
患
者
ま
た
は
糖
一
尿
病
患
者

寸

②
心
臓
血
管
系
、
腎
臓
ま
た
は
肝

脅

臓

に
疾
患
の
あ
る
人

日
③
ア
レ
ル
ギ
ー
ま
た
は
け
い
れ
ん

日

体

質

の

人

日

④

妊

産

婦
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あ
な
た
と
図
書
館

ω

本
の
は
な
し

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
エ

l
ロ
・
ト
ル
ヴ

ァ
l
ネ
ン
と
い
う
作
家
が
、
「
紙
の
消
滅
」

と
い
う
短
篇
小
説
を
書
い
て
い
ま
す
。

あ
る
秋
の
夜
明
け
、
世
界
中
の
紙
と

い
う
紙
が
、
炎
も
上
げ
ず
に
燃
え
つ
き

て
灰
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
後
に
起

き
た
混
乱
の
模
様
を
か
い
て
い
る
の
で

す
。紙

が
消
滅
し
た
と
き
、
人
び
と
に
と

っ
て
、
い
ち
ば
ん
大
き
な
痛
手
は
、
紙

幣
が
消
え
て
な
く
な
っ
た
こ
と
で
じ
よ

う
。
有
り
金
は
硬
貨
だ
け
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

身
分
証
明
書
も
な
く
な
り
ま
す
。
戸

籍
も
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果

望
む
な
ら
ば
、
名
ま
え
を
変
え
る
こ
と

も
、
血
縁
関
係
を
絶
つ
こ
と
も
で
き
ま

す
。女

性
の
中
に
は
、
一
晩
の
う
ち
に
何

年
も
若
返
る
人
も
で
き
ま
し
ょ
う
。
学

校
に
通
う
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
、
教

科
書
も
ノ
ー
ト
も
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

記
録
を
残
そ
う
と
思
え
ば
、
先
生
の

話
を
録
音
テ

l
プ
に
と
る
か
、
黒
板
の

文
字
や
絵
を
次
々
に
カ
メ
ラ
で
撮
影
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
世
界
か
ら
紙
が
な
く
な
っ
た
ら

と
仮
定
し
た
こ
の
小
説
の
よ
う
に
、
私

た
ち
の
生
活
と
紙
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
紙
に
文
字
を
印
刷
し
た
の
が
本

な
の
で
す
が
、
こ
う
い
う
材
料
・
技
法

の
本
は
、
本
の
一
つ
の
形
態
に
し
か
す

ぎ
ま
せ
ん
。

よ
く
知
ら
れ
た
よ
う
に
、
ギ
リ
シ
ア
・

ロ
ー
マ
時
代
に
は
、
パ
ピ
ル
ス
と
い
う

植
物
の
茎
か
ら
紙
状
の
も
の
が
つ
く
ら

れ
、
本
は
巻
物
の
形
を
し
て
い
ま
し
た
。

中
国
で
は
、
竹
の
札
や
絹
布
が
本
に

つ
か
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
本

は
、
そ
の
長
い
歴
史
の
聞
に
、
い
ろ
い

ろ
の
材
料
で
つ
く
ら
れ
、
そ
れ
に
と
も

な
っ
て
、
そ
の
形
・
造
本
の
し
か
た
も

さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

そ
こ
に
盛
ら
れ
て
い
る
内
容
も
多
種

多
様
で
す
。
経
典
あ
り
、
歴
史
あ
り
、

文
学
あ
り
、
美
術
品
の
豪
華
な
図
案
が

あ
る
一
方
、
料
理
の
本
、
列
車
の
時
刻

表
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

生
き
た
本
か
ら
画
く
こ
と
へ

い
ま
で
こ
そ
、
私
た
ち
は
読
み
た
い

本
を
、
た
や
す
く
手
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
遠
い
と
お
い
大
む
か
し

に
は
、
一
冊
の
本
、
一
枚
の
紙
、
一
つ

の
文
字
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

人
聞
が
こ
の
地
上
に
現
わ
れ
た
の
は

い
ま
か
ら
十
万
年
以
上
も
ま
え
の
こ
と

だ
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
国
家
と
か
文
明

と
か
、
は
っ
き
り
し
て
き
た
の
は
、
よ

う
や
く
六
、
七
千
年
ま
え
か
ら
で
す
。

火
を
つ
く
り
出
し
、
土
器
を
つ
く
り

農
業
と
牧
畜
の
発
明
に
よ
っ
て
、
人
聞

の
生
活
を
い
く
ら
か
豊
か
な
も
の
に
し

ま
し
た
。

遊
牧
時
代
の
人
び
と
は
、
狩
り
や
戦

い
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
い
ろ
り
の
そ

ば
で
、
と
し
よ
り
や
女
の
人
や
、
こ
ど

も
た
ち
に
、
そ
の
日
の
冒
険
談
や
、
て

が
ら
話
を
し
ま
し
た
。

と
く
に
お
も
し
ろ
い
話
は
、
な
ん
べ

ん
も
く
り
か
え
し
て
話
を
し
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
、
こ
ん
に
ち
の
伝
説
や
歴
史

の
一
部
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
人
聞
の
知
識
が
だ
ん
だ
ん

進
む
に
し
た
が
っ
て
、
こ
と
ば
だ
け
で

は
充
分
で
な
く
な
り
、
絵
を
か
き
、
そ

の
絵
に
よ
っ
て
話
を
進
め
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
絵
も
物
を
あ
ら
わ
す

の
は
た
や
す
い
こ
と
で
す
が
心
の
動
き

よ
ろ
こ
び
、
悲
し
み
、
い
か
り
な
ど
形

の
な
い
も
の
ま
で
絵
で
あ
ら
わ
す
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
、
か
ん
た
ん
に
さ
れ
て
絵
文

字
と
な
り
、
象
形
文
字
と
な
り
、
表
意

文
字
と
な
り
、
現
在
の
よ
う
な
表
音
文

字
と
な
り
、
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
と
な
っ

た
の
で
す
。

漢
字
の
起
原
は
エ
ジ
プ
ト
文
字
だ
と

も
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
く
さ
び
形
文
字

だ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
に
漢
字
の
伝
わ
っ
た
の
は
、
応

神
天
皇
の
こ
ろ
、
百
済
の
王
仁
が
「
論

せ
ん

じ

む
人

語
」
「
千
字
文
」
を
も
っ
て
来
日
し
た
の

に
は
じ
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
国
語
の
一
語
一
語
に
、
む
ず

か
し
い
漢
字
を
あ
て
は
め
て
書
く
の
は

た
い
へ
ん
な
の
で
、
だ
れ
が
は
じ
め
る

と
も
な
く
省
略
し
て
書
く
よ
う
に
な
っ

た
の
が
記
号
的
な
文
字
「
カ
タ
カ
ナ
」

で
す
。

「
平
が
な
」
の
基
本
に
な
っ
て
い

る
の

は
「
い
ろ
は
歌
」
で
、
空
海
上
人
(
弘

法
大
師
)
が
つ
く
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
い
ま
の
よ
う
に
な
っ
た
の
も

多
く
の
人
に
よ
っ
て
、
し
ぜ
ん
に
で
き

た
も
の
で
し
ょ
う
。

(
図
書
館
の
話
、
ほ
ん
の
歴
史
よ
り
)

図
書
館
は
あ
な
た
の
書
斎
で
す
。

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

魚
違
市
立
図
書
館

n
1
0
4
6
2

(
市
民
会
館
と
な
り
)

4
司
こ
ど
も
の
へ
や
に
で
き
た
タ
タ
ミ
の
問

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

木
製
絵
本
架
二
台
(
額
十
万
円
)

と
く
名
で
図
書
館
に
寄
贈
が
あ
り
ま

し
た
。

手呈

経大明存住青草宮育園 野第急経松大愛道加古川上
田谷星 吉島 方 2 津田倉町 下積島原口

被援場所幼幼幼正育園 保保 保保保保保幼育保保保保健
稚稚稚 育育 育育育育育稚 育育育育育

園園閤 園園 国悶悶悶園園圏閤園園圏園

1月681月671月671月671月671月602月592月592月592月592月582月572月572月572月531月551月551月541月5 4 
第

日日日日日日日目白日日日日日日日日日日
回

6666666666 66 665555 5 
第2 

2月52月42月42月42月41月81月31月11月o1月31月2月3 月3 月3 3月o2月32月32月12月1 
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

回
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新
緑
の
中
を
歩
い
て
体
力
を
作
ろ
う

4
司
天
神
山
に
登
る
幼
稚
園
児

コ

魚族紹介発光動物側

利
用
く
だ
さ
い

体
育
館
の
夜
間
開
放

市
教
委
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

体
力
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た

め
、
西
部
中
学
校
、
吉
島
小
学
校
、
村

木
小
学
校
の
体
育
館
を
夜
間
開
放
し
て

い
ま
す
。

開
放
す
る
の
は
、
毎
週
月

1
金
曜
日

(祝
祭
日
除
く
。)
午
後
6
時
初
分
か
ら

9
時
初
分
ま
で
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
グ
ル

ー
プ
の
練
習
や
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
、
体
力
づ
く
り
な
ど
、
夕
食

後
の
ひ
と
と
き
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い

。

4
可
若
い
マ
マ
さ
ん
の
体
力
づ
く
り
教
室

善
意
の
ま
ど

ご

寄

付

(敬
称
略
)

マ

一
万
円
H
慶
野
折
川
忠
夫
マ

一
万
円

H
中
央
通
り
一
丁
目
佐
生
勝
夫
マ

一
万

同
日
新
角
川

一
丁
目
松
倉
博
マ

二
万
円

H
住
吉
新
村
昌
之
マ
十
万
円
H
新
角
川

二
丁
目
黒
崎
健
治
マ

二
万
円
日
経
田
中

町
藤
井
庄
治
マ

二
万
円
日
上
口

二
丁
目

中
島
岩
吉
マ

二
万
円

H
本
町
二
丁
目
村

井
敏
雄
マ
五
万
円

H
上
口

二
丁
目
松
田

富
雄
マ

二
万
円

H
本
町

一
丁
目
板
沢
伝

マ

一
万
円
日
慶
野
椎
名
重
太
郎
マ

一
万

円
H
本
町

一
丁
目
高
松
岩
吉
(
以
上
香

典
返
し
の

一
部
)
マ

一
千
円

H
匿
名
マ

二
千
円

H
本
江
大
西
富
士
男
マ
五
百
円

H
吉
島
市
営
住
宅
松
田
充
恵
子
マ
六
百

七
十
円
日
吉
島
市
営
住
宅
増
田
鉦
市
マ

一
万
五
千
円

H
相
の
木
川
島
清
松
マ
七

千
円

H
上
野
方
校
下
青
年
団
長
広
田
俊

成
マ
五
千
九
百
四
十
円
日
鴨
川
町
青
木

節
三
マ
三
千
四
百
五
十
五
円
日
市
立
東

部
中
学
校
第
幻
回
卒
業
生
三
年
六
組

一

同
マ

一
千
五
百
五
十
七
円
日
東
部
中
学

校
昭
和
的
年
度

一
年
四
組

一
同
マ
四
千

九
百
七
十
七
円

H
新
金
屋

一
丁
目
守
谷

八
十

一
マ

一
千
円
日
上
村
木
南
良
作
マ

二
千
五
百
円

H
上
口

二
丁
目
寺
崎
文
二

マ
二
千
五
百
円
日
新
宿
浦
田
悦
子
マ

二

千
五
百
円

H
木
下
新
早
川

マ
ス
子
マ

二

千
円

H
経
団
西
町
野
村
与
作
マ

二
千
五

百
円

H
大
沢
松
井
ち
か
お
マ

二
千
五
百

円
H
経
団
西
町
浅
野
芳
太
郎
マ
五
千
九

百
四
十
円

H
鴨
川
町
青
木
節
三
マ
二
千

五
百
円

H
匿
名
マ
五
千
四
百
七
十
五
円

H
匿
名
マ

一
万
円

H
江
口
谷
口
貞
夫
マ

二
十
万
円

H
道
下
財
産
区
マ
衣
類
三
十

三
点
H
匿
名
マ
衣
類
四
点
お
よ
び
薬
草

の
種

H
匿
名

魚
津
善
意
銀
行

M
V
婦
人
検
診
日
程

?

I
l
l
1
I
l
l
i
-
-
I
l
l
-
-

け「い
い
「
戸
同
」は
同

合一

5
月
刊
日

一
青
少
年
ホ
l
ム
一
5
月
ロ
日

会
「
I
l
l
1
1
1「
l
l
I
l
l
i
-
-「
I
l
l
i
-
-

什

マ

時

間

午

後

1
時

1
2
時

け
マ
料
金

二
百
円

け

V
乳
児
検
診
日
程

脅合
「
l
il
-

-貫一

月
日

一
時

間

一
対

象

一
場
所

合
「
|
|
|
叶
I
l
l
11
-
-「
I
l
l
i
-
-
J
I
l
l
-
-

K
一

一

受
付
は
、

一

一

十
一
5
月

一午
前

一
;
b
i
z
-魚
津

合一

2
日
一
8
時
却
分

一
，t
J
F
P
一保
健
所

会
一

一

i
m
時

一

一

脅
寸
l
l
l寸
|
|
|
」
，
I
ll
i
t
-
-↓I
l
ll

A
H

一
-〉

3
一
受
付
は
、

一
一3
1
丹
児

一

合一

f
F
一
午
後
1
時

二
れ
刊
日
刊
二

H

A
H

-

8

日

一
1
2
寺

二
カ
月
に
な
一一

脅
一

一

11
E

一f
った
者
」

一

会

寸
Ill--『
I
ll
i
-
-
-
J
I
l
l
l
i
-
-
↓I
l
l
i
-

-R
一

一

見
寸
立
、

一
3
ヵ
月
児

一

一
一
p
b
月

一
J
f

l

一
、5
月
段
目
/

一

古
一

一

午
後
1
時

一一

ま
で
U
3

二

N

*一

n
日

一
1
4
寺

一一

カ
月
に
な

一一

合
一

一

li
t

-
fっ
た
者
」

一

*
寸
|
|
|
「
I
l
l
i
-
-」
I
l
l
i

-
-
寸
ti
l
-
-

A
H

一

一

受
付
は
、
一

一

十一

6
月

一午
前

一
3
ゥ

3
E
一
J

合
一
6
日
一8
時
却
分

一
t
J
F
り

一

，

合

一

一

i
m
時

一

一

ム

M
i
l
l
-
-
-
1
111
1
1
1
1
-
-
I
l
l
i
-
-

合M
V
母
親
学
級

品
Mけ
マ

5
日
目
日
幽
午
前
9
時
ぬ
分
i
午

け

後

3
時
叩
分

場

所

魚
津
保
健
所

付
マ
対
象
内
容

H
脱
臼
予
防
の
た
め
の

*

お

む

つ

の

あ
て
方

品
Hけ

V
育
児
学
級

*
 
日一〉

5
月
幻
日
幽
午
後
1
時
1
3
時
初

日

分

場

所

魚

津

保

健

所

日
マ
対
象
内
容

H
産
後

1
1
2
ヵ
月
の

日

産

婦

の
方
「
赤
ち
ゃ
ん
の
育
て
方
」

台

「

避

妊

の
し
方
」
「
正
し
い
医
者

*
 
合

の
か
か
り
方
」
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V
5
月
の
歩
-
で
つ
会
は
、
日
目
(
日
)

・
松
倉
城
祉
方
面

へ
行
き
ま
す
。

コ
ー
ス
は
、
電
鉄
魚
津
駅
前
午
前
8

時
初
分
発
坪
野
行
き
パ
ス
に
乗
車
、

北

山
下
車
|
池
谷
|
小
菅
沼

l
松
倉
城
祉

l
鹿
熊
と
歩
き
、
帰
り
は
パ
ス
を
利
用

し
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
午
前
8
時
叩
分
ま

で
に
畳
食
持
参
の
う
え
、
電
鉄
魚
津
駅

へ

お

集

ま

り

く

だ

さ

い

。

で

歩

き

、

帰

り

は

東

城

か

ら

パ

ス

で

帰

V
6
月
の
歩
こ
う
会
は
、

1
日
(
日
)

り
ま
す
。

-
黒
沢
、
東
城
方
面
を
歩
き
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
午
前
7
時
別
分
ま

電
鉄
魚
津
駅
午
前
8
時
発
黒
沢
行
き
で
昼
食
持
参
の
う
え
、
電
鉄
魚
津
駅
前

パ
ス
に
乗
車
、
黒
沢
で
下
車
、
東
城
ま
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

刷
川
凹
H
V
M瞬
間
》
凶
州
問
以
V同
町
間
u
v
M
W阿
川
YM
宙
開
μ
V
M
W阿
川
VMW
"は
V凶
澗
M
H
V
MW
R
H
VW
州
間
以
V川
町

-B
白
川
間以
VM留
置
思

富
山
湾
に
は
時
々
珍
貴
な
動
物
が
訪
れ
る
。
軟
体
動
物
、
後
偲
類
の
ハ
ナ
デ

ン
シ
ャ
も
そ
の

一
つ
で
日
本
海
側
で
は
魚
津
沖
で
初
め
て
発
見
さ
れ
た
貝
殻
の

な
い
貝
の
仲
間
で
あ
る
。
体
は
卵
形
で
十
で
ほ
ど
。
体
の
表
面
が
網
目
模
様
、

ャ
:
ぉ
詠
州
選
闘
鴎
燃
成
劉
ぷ
三
約
ず
怜
'

シ
私
務
関
拶
ほ
嶋
崎
叫
娩
悩
W
路
醗
蹴
繍
ぶ
料
妨
げ
F

b
ぬ
ほ
出
自
タ
ヂ

m
d凶
凶
司

ー九

九

S
E
R
-
M
M
d川
町
丸
山
d
Z
市
内
ぺ鳥
ヨ

M
U効
以
事

爪

t
dF

，
 

ふ

μ

勝
機
関
紙
鞠
紛
鱗
鶴
鰯
轡

ナ
磁
煽
機
製
鉱
隊
諸
説
鴎
勢
強
磁
機
河

、

事

担

氾

?
P句

2ιM
M岳会一、
割
引
h

嵩
省
国
庫

y
p

ノ

f
d
d
窓
?一γ
葉
銀
W
遺
留
&
W
1
1

赤
、
賞
、
白
色
の
ま
ざ
っ
た
触
角
や
突
起
ゃ
い
ぽ
が
あ
り
、
体
の
後
方
に
暗
色

の
大
き
な
葉
状
の
偲
を

つ
け
て
非
常
に
華
麗
で
あ
る
。

暗

世

℃

青

白

く

体

全
体
か
ら
発
光
す
る
様
子
は
真
に
そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い

。

魚
津
水
族
館
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おしらせ仇⑨仇ぬ
-
内
職
手
編
み
技
術
補
導

教
室
を
開
き
ま
す

家
庭
に
お
け
る
手
軽
な
内
職
を
あ
っ
せ

ん
す
る
た
め
に
、
毛
糸
手
編
み
技
術
補

導
教
室
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
受
講
ご
希

望
の
方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

L
期
間

5
月
ロ
日
か
ら

6
月
9
日
ま

で
の
う
ち
叩
日
間

Z
時
間
午
前
叩
時
1
午
後
3
時

三
会
場
魚
津
公
民
館

4
募
集
予
定
人
員
初
名

E
講
習
内
容
製
図
、
実
習
、
か
ぎ
針

編
み
、
ア
フ
ガ
ン
編
み
等

6
受
講
料
無
料
た
だ
し
、
テ
キ
ス

ト
・
材
料
費
は
本
人
負
担

7
h
携

帯

品

鉛

筆

・
ノ
ー
ト
・か
ぎ
針

・

ア
フ
が
ン
針

・
毛
糸
並
太

2
色
各
印
グ
ラ
ム

・
中
食

&
申
込
締
切
日

5
月
9
日
ま
で

a
申

込

先

月

・水
・金
曜
日
に
市
役
所

市
民
相
談
室
内

内

職

相

談
コ
ー
ナ
ー

(
電
話
内
線
2
2
9
番
)

おしらせ仇仇⑨仇ベきペきペーペちぺ空ぺ空ペ杢

V内職手編教室のみなさん

-
5
月
の
街
頭
献
血

富
山
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は

5
月
9
日
(
金
)
午
前
日
時
か
ら
午
後

3
時
初
分
ま
で
魚
津
市
役
所
前
広
場
で

街
頭
献
血
を
行
い
ま
す
。
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
危
険
物
取
扱
者
試
験

危
険
物
取
扱
者
資
格
試
験
が
、
次
の

要
領
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

。
試
験
種
目

乙
種
第
4
類
、
丙
種

。
試
験
日

6
月

n
日
午
前
日
時
よ
り

西
部
中
学
校
で
実
施

。
予
備
講
習
会

5
月

却

日

丙

種

5
月
初
日
乙
種
法
令

5
月
目
白
乙
種
基
礎
物
理
化
学

い
づ
れ
も
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時

ま
で
市
役
所
三
階
大
会
議
室
で
行
な

い
ま
す
。

。
願
書
受
付
場
所

県
消
防
防
災
課
予
防
係

。
受
験
願
書
受
付
期
間

・
5
月
刊
日
か
ら
5
月
初
日
ま
で
の
間

受
験
願
書
は
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。
な

お、

6
月
上
旬
に
，、
基
礎
物
理
化
学
(
乙

種
対
象
)
を
や
さ
し
く
解
説
す
る
特
別

講
習
会
を
開
く
予
定
で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
消
防
署
へ

T
E
L
n
|
O
2
9
5
 

・
祝
祭
日
の
ゴ
ミ
の
収
集

。
可
燃
物
ゴ
ミ

5
月
3
日

ωと
5
日
仰
の
祝
祭
日
は
ゴ

ミ

(一

般
家
庭
の
可
燃
物
)
を
平
常
通

り
集
め
ま
す
の
で
、
該
当
区
域
の
方
は

当
日
朝
8
時
ま
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

。
不
燃
物
ゴ
ミ

5
月
4
日

・
5
日
の
不
燃
物
(金
属
類
)

は
6
日
に
収
集
し
ま
す
か
ら
該
当
区
域

の
方
は
朝
8
時
ま
で
集
積
場
所
へ
出
し

て
く
だ
さ
い
。

@
不
燃
物
(
金
物
と
陶
器
類
)
の
収
集
日

が
、
日
曜
、
祭
日
に
当
っ
た
場
合
は
翌

日
に
収
集
し
ま
す
。(
日
曜
、
祭
日
に
は
収

集
し
ま
せ
ん
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。)

-
し
尿
く
み
取
り

料
集
金
人
の
ご
案
内

日
年
度
の
し
原
く
み
取
り
手
数
料
の

集
金
を
、
次
の
方
に
委
託
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

。
二
宮
佐
代
子
。
寺
田
せ
っ

O
山
城
定

一
。
村
上
清
作
。
高
瀬
容
子
。
高
橋
富

滋
栄

O
北
野
伶
子
。
法
原
ち
え
子
。
沢

田
悦
子

O
中
嶋
千
恵
子
。
幅
咲
子
。
油

本
ふ
み

O
川
岸
み
ゆ
き
。
林
栄
子
。
浜

住
洋
子

O
高
橋
美
恵
子
。
朝
野
松
枝

。
慶
伊
幸
枝

-
事
業
所
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

5
月
日
日
か
ら
お
臼
こ
ろ
に
か
け
て
、

事
業
所
統
計
調
査
の
調
査
員
が
す
べ
て

の
事
業
所
に
お
伺
い
し
て
、
あ
な
た
の

事
業
所
の
名
称
、
所
在
地
、

事
業
の
種

類
、
従
業
者
の
数
な
ど
に
つ
い
て
お
た

ず
ね
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
本
年
叩

月
1
日
に
実
施
さ
れ
る
国
勢
調
査
と
並

ぶ
国
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
、

会
社
、
工
場
、
庖
舗
、
飲
食
庖
、
映
画

食M
V
離
乳
食
調
理
実
習

館
を
は
じ
め
、
公
民
館
、
寺
院
、
神
社
付

病
院
、
駅
、
学
校
に
い
た
る
ま
で
あ
ら
け
マ

5
月
日
日
同
午
前
叩
時

i
u
時
初

ゆ
る
種
類
の
事
業
所
を
漏
れ
な
く
調
査

*

分

場

所

魚

津
保
健
所

会

す
る
も
の
で
す
。

会

V
成
人
病
健
康
相
談

な
お
調
査
票
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に

脅

絶
対
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
い
マ

5
月
凶
日
附
及
び

5
月
お
日
附

の
で
正
確
に
ご
報
告
く
だ
さ
る
よ
う
お

合

い
づ
れ
も
午
後
l
時
初
分
1

3
時

*
 

願
い
し
ま
す
。

合

場
所
市
役
所
保
健
室

*
 

-
電
話
工
事
の
申
込
み
は

れ一

早
め
に

い
一
合

一

魚
津
局
の
電
話
移
転
の
申
込
み
は
毎
け
一

月
約
二
O
O
件
あ
り
工
事
が
大
変
こ
ん
け

一

で
い
ま
す
。

*一

ご
希
望
の
日
に
工
事
が
で
き
ま
す
よ
り

う
に
工
事
予
約
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
り

で
一
週
間
余
り
の
余
裕
を
も
っ
て
早
め
れ

に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

ムM*
 

く
わ
し
く
は

宮
お
1
1
0
0
0
番

合

(無
料
)
へ

ど

う

ぞ

け

魚
津
電
報
電
話
局

付*
 

・
市
斤
舎
一
階
修
繕
工
事

れ

の
ご
案
内

山

市
で
は
、

5
月
2
日
か
ら
の
連
休
を
い

利
用
し
て
市
庁
舎
一
階
の
床
修
繕
工
事
・
れ

を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
た
め

5
月
1
日

か
ら
5
月
6
日
ま
で
の
問
、
電
話
機
や

書
籍
な
ど
が
移
動
し
て
い
ま
す
の
で
、

水
道
局
、
税
務
課
、
市
民
課
、
社
会
福

祉
課
、
相
談
室
な
ど
の
窓
口
を
ご
利
用

の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
か
ら
、
ご
協
力
を
願

い
ま
す
。

25 18 11 5 4 3 

伺日) 回日 同日 開日) 但日) 出日 員R 

喜緑ケ 平早 羽深河 の

井川悶川良 休

病丘院 病病医病立 日

?F2 笠E院町 智i院 ?i院2J?I院E町 ?』院玉苗 整屋

200. 75km' 
7.9 km 

世帯数 12，082世帯
人口 (男) 23，168人

(女) 25，187人
計 48，355人

男女計

生 33人 25人 58人
亡 18人 16人 34人
入 118人123人241人

出 138人155人293人

市勢のうごき げ月末)

市の面積

海岸線

第
三
五
四
号

編
集
発
行
人

色

印
刷

魚
津
印
刷
株
式
会
社

- 12-

出

死

転

転

津:

市


